
城西国際大学薬学部　5 年生　石田  杏華

薬用部位

薬効

生薬名

用途 消化不良、便秘、腹痛、条虫駆除などに用いられる。

殺虫、健胃、消化、収れん、駆虫作用

種子、果実、果皮

檳榔子（ビンロウジ）　　　　　大腹皮（ダイフクヒ）局方生薬

実際に東南アジアで
撮影されました。

　

ビ
ンロウ
は
東
南
ア
ジ
ア
で
自
生
ま
た
は
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
樹
高
約
4
～
10
m
の
常
緑

高
木
で
す
。
幹
に
枝
は
な
く
、
白
い輪
状
の

葉
痕
が
あ
り
ま
す
。
葉
は
羽
状
複
葉
で
、

１
～
２
m
の
濃
緑
色
で
幹
の
先
に
集
ま
っ
て

いま
す
。
果
実
は
６
月
ご
ろ
に
熟
し
、
長
さ

７
㎝
ほ
ど
の
ゆ
が
ん
だ
卵
形
で
緑
色
か
ら
橙

黄
色
と
な
り
ま
す
。

　

ビ
ン
ロウ
の
種
子
の
こ
と
を
檳
榔
子
（
ビ
ン

ロウ
ジ
）
と
いい、
ミ
ミ
ズ
や
ヒ
ル
に
対
す
る
殺

虫
効
果
お
よ
び
条
虫
に
対
す
る
駆
虫
効
果
が

あ
り
、
未
熟
種
子
の
乾
燥
品
を
煎
じ
て
用
い

ら
れ
ま
す
。
健
胃
、
消
化
作
用
も
あ
り
、
消

化
不
良
や
便
秘
、
腹
痛
な
ど
に
も
用
いら
れ

ま
す
。
ア
ル
カ
ロイ
ド
の
一
種
で
あ
る
「
ア
レコ

リ
ン」
に
は
収
れ
ん
作
用
と
いう
血
管
を
収
縮

さ
せ
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
点
眼
薬
の
製
造

原
料
と
し
て
も
用
いら
れ
て
いま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

精
神
高
揚
の
目
的
で

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

種
子
を
石
灰
に
ま
ぶ

し
、
キ
ン
マ（
コシ
ョ
ウ

科
の
植
物
）
の
葉
で
包

ん
だ
も
の
が
興
奮
剤
の

咀
嚼
嗜
好
品
と
し
て

知
ら
れ
て
いま
す
。

学名：Areca catechu L. 　科名：ヤシ科
ビンロウ

橙黄色の興奮剤Vol.125



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 咳、発汗、胸痛などに用いる。

鎮咳、鎮静、解熱、鎮痛作用

根茎、根

土細辛（ドサイシン）、杜衡（トコウ）

　

こ
ち
ら
は
カ
ン
ア
オ
イ
と
い
う
植
物
で
す
。

日
本
、
東
ア
ジ
ア
原
産
で
、
日
本
で
は
本

州
の
関
東
、
中
部
地
方
に
分
布
し
、
山
地

の
樹
下
に
生
え
て
いま
す
。
約

100
種
の
品
種

が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
の
半
数
程
度
が
日
本

に
あ
る
と
さ
れ
て
いま
す
。

　

漢
字
で
寒
葵
と
書
き
、
寒
い冬
に
も
枯
れ

ず
に
緑
色
の
葉
を
つけ
、
そ
の
葉
が
ア
オ
イ
に

似
て
いる
こ
と
が
所
以
で
す
。
カ
ンア
オ
イ
の
品

種
の
ひ
と
つで
あ
る
フ
タ
バ
ア
オ
イ
の
葉
は
京
都

神
社
の
祭
礼
に
用
いら
れ
、
徳
川
家
の
紋
章

「
三
葉
葵
」
の
加
茂
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
いま
す
。
10
～
２
月
に
暗
紫
色
の
花

を
つけ
ま
す
が
、
写
真
の
一
番
右
側
に
あ
る

葉
の根
元
に
そ
の花
が
写
って
いま
す
。

　

カ
ン
ア
オ
イ
の
根
お
よ
び
根
茎
は
薬
用
部

位
で
あ
り
、
生
薬
名
は
土
細
辛
で
す
。
ウ
ス

バ
サ
イ
シ
ン
の
生
薬
名
で
あ
る
細
辛
に
似
て
い

ま
す
が
、
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ンの
根
や
根
茎
ほ
ど
の

香
気
が
な
く
、
代
用
に
な
ら
な
いこ
と
か
ら
土

細
辛
と
呼
ば
れ
て
いま
す
。
土
細
辛
は
細
辛

と
比
べて
弱
いで
す
が
、
薬
効
が
あ
り
、
咳
、

発
汗
、
胸
痛
な
ど
に
用
いら
れ
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
研
究
で
含
有
成
分
の
ひ
と
つに
血
圧

降
下
作
用
や
睡
眠
促
進
作
用
を
有
す
る
と

報
告
さ
れ
て
いる
た
め
、
今
後
の
研
究
が
期

待
さ
れ
て
いま
す
。

学名：Asarum kooyanum Makino var.  nipponicum (F. Maekawa) Kitam.　科名：ウマノスズクサ科
カンアオイ

寒い冬の葵葉Vol.126



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 下剤や健胃薬として民間薬的に用いられる。

苦味健胃、子宮収縮、抗癌、抗真菌作用

葉

アロエ

　

ア
ロエは
皆
さ
ん
に
と
って
も
馴
染
み
深
い植

物
だ
と
思
いま
す
。
こ
ち
ら
は
キ
ダ
チ
ア
ロエで

す
。
日
本
で
は
主
に
ア
ロエベラ
、
キ
ダ
チ
ア
ロ

エ、
ケ
ー
プ
ア
ロエが
流
通
し
て
いま
す
。
キ
ダ

チ
ア
ロ
エは
主
に
民
間
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
、

「
医
者
いら
ず
」
と
呼
ば
れ
て
いま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
口
に
す
る
ア
ロエは
ア
ロエベラ
で
、

食
用
に
な
り
ま
す
。
ケ
ー
プ
ア
ロエは
日
本
薬

局
方
に
収
載
さ
れ
て
いる
生
薬
で
あ
る
ア
ロエの

基
原
植
物
で
、
医
薬
品
原
料
と
し
て
用
いら

れ
ま
す
。
対
し
て
、
キ
ダ
チ
ア
ロエは
苦
味
が

強
く
、
食
用
に
向
き
ま
せ
ん
が
、
ケ
ー
プ
ア
ロ

エと
同
様
に
苦
味
健
胃
作
用
、
子
宮
収
縮

作
用
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ー
プ
ア
ロエほ
ど
の
強
い

作
用
は
な
いた
め
、
医
薬
品
に
は
な
っ
て
いま

せ
ん
が
、
健
康
維
持
の
た
め
に
広
く
利
用
さ

れ
て
いま
す
。

　

現
在
で
は
健
康
食
品
や
化
粧
品
と
し
て

利
用
さ
れ
て
いま
す
。
健
康
食
品
で
は
、
お

腹
の
調
子
を
整
え
る
作
用
を
目
的
に
、
化

粧
品
と
し
て
は
保
湿
や
肌
荒
れ
、
ニキ
ビ
予

防
な
ど
を
目
的
に
用
いら
れ
て
いま
す
。
医
薬

品
で
な
く
て
も
過
剰
摂
取
は
下
痢
の
原
因

に
、
皮
膚
に
塗
り
過
ぎ
る
と
肌
荒
れ
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
適
量
を
用
いる
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

学名：Aloe arborescens Mill. 　科名：ユリ科
キダチアロエ
「医者いらず」の薬草Vol.127



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 苦味健胃薬や下剤として用いられる。

緩下、子宮収縮作用

葉から得た液汁

アロエ（蘆薈（ロカイ）） 局方生薬

　

こ
の
植
物
は
ケ
ー
プ
ア
ロエで
、
薬
用
に
な

り
ま
す
。
ア
ロエは
古
く
か
ら
薬
用
と
し
て
使

用
さ
れ
、
古
代
エジ
プ
ト
の
医
学
書
「
エー
ベ

ル
ス
・
パ
ピ
ル
ス
」
に
は
数
々
の
処
方
が
記
さ

れ
て
いま
す
。
こ
の
医
学
書
が
書
か
れ
た
の
は

紀
元
前1,500

年
頃
と
言
わ
れ
て
いる
た
め
、

約3,500

年
前
に
す
で
に
薬
用
植
物
と
し
て

利
用
さ
れ
て
いた
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ロエが
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
時
代
に
ついて

は
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
ロカ
イ
と
いう

名
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ヨー
ロッ
パ
で
薬
効

が
認
め
ら
れ
、
ド
イ
ツ
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
、

シ
ル
ク
ロー
ド
を
経
て
中
国
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

中
国
で
は
ロエと
呼
ば
れ
、
漢
方
医
学
の父
と

さ
れ
る
李
時
珍
の
著
書
「
本
草
網
目
」
に
も

記
載
さ
れ
て
いま
す
。
現
在
、
ケ
ー
プ
ア
ロエ

は
日
本
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
て
いる
生
薬
で

あ
る
ア
ロエの基
原
植
物
で
す
。

　

生
薬
で
あ
る
ア
ロ
エは
葉
か
ら
抽
出
し
た

液
汁
を
乾
燥
し
て
得
ら
れ
、
独
特
な
に
お
い

と
強
い苦
味
が
あ
り
ま
す
。「
バ
ル
バ
ロイ
ン」

を
含
み
、
緩
下
作
用
や
子
宮
収
縮
作
用

を
有
し
て
いま
す
。
苦
味
健
胃
薬
と
し
て
消

化
不
良
、
下
剤
と
し
て
便
秘
な
ど
に
用
い

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
子
宮
収
縮
作
用
を

有
す
る
た
め
、
妊
娠
時
や
月
経
の
際
に
は

服
用
で
き
ま
せ
ん
。

学名：Aloe ferox Mill. 　科名：ユリ科
ケープアロエ
古代エジプトからの薬草Vol.128
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